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 兵庫県立長田高等学校 



 「理数探究基礎」実践記録の発刊に寄せて 

 

本校は令和 2年に創立 100周年を迎え、創立以来の神撫教育（智徳体のいずれにも偏らな

い、一芸一才の個性を重んじる、自己教育力を養う）の理念を不易の部分とし、探究活動による学

びを流行の部分として教育活動を実践しています。 

そのような中、令和 4年、文部科学省より、「スーパーサイエンスハイスクール(SSH)」の指定を受

けました。『VUCA時代において主体的に自らを進化させられる人材育成』をテーマに掲げ、現状

を正しく把握し主体的に課題を「みつける」力、変化に柔軟に対応しながら粘り強く課題解決を「す

すめる」力、そして、課題解決の情報を正しく伝え、理解と共感を得ながら成果を社会に正しく「ひろ

げる」力を身につけることを目的として探究活動に取り組んでいます。 

これらの取組をより効果的に実践するため、今年度の入学生より、探究活動を中核に据えた教育

課程を新たに編成し、第 1学年は「理数探究基礎」を全員履修としています。教科横断型の 7つ

の講座や外部講師による講演会などにより、自然科学的な探究手法を身につけさせることに加え、

「公共」の時間では、フィールドワークや行政への提案書づくりなどを通して、社会科学的な探究手

法を学ばせます。 

生徒の事後評価アンケートでは、ブレインストーミングの実践で、「心理的安全を確保することで

誰も思いつかなかったような意見が出る」「相手の意見を否定するのではなく、その意見を皆で膨

らませていくことが重要」「『Yes、and』でつなぐことは探究においてとても大切」など、テーマや課

題を設定する際のイメージもついたようです。 

「理数探究基礎」の全員履修という全国的にも少ない取組と言うことで、少しチャレンジングな側

面もありますが、この実践記録は、探究による学びを活性化するために「まずは一歩踏み出した」そ

の記録です。1年目の取組と言うことで課題も散見されます。皆様がお気づきの点がありましたら

ご教示いただくことをお願いしまして、ご挨拶と致します。 

 

 

兵庫県立長田高等学校 

校 長  山 根   尚 
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 はじめに 

 

本校は「VUCA 時代において主体的に自らを進化させられる人材育成プログラムの開発」と題

して、令和４年度よりスーパーサイエンスハイスクール採択校となった。 

本校ではこれまで、教科を横断した探究的な取り組みとして、人文数理探究類型の教育課程の

中で、学校設定科目「探究」（２年）および「人文数理探究」（３年）を設定してきた。今年度で特色

類型を設置してから１０年を迎えた。探究活動の指導を経験した教員も増え、取り組みを学校全体

にひろげる環境が整ったといえる。それにともなって、探究活動に軸足を置いた教育課程を再編成

し、第１学年全員に「理数探究基礎」１単位を履修させることとなった。 

理数探究基礎は、平成３０年に告示された新学習指導要領で新設された科目である。新学習指

導要領の中では、幼稚園から高校、特別支援学校まで全ての総則において、「カリキュラムマネジメ

ント」という言葉が記載されている。そして、言語、情報活用、問題発見とその解決の能力を高め、現

代社会が抱えるさまざまな問題に対応できる資質を育てることが求められている。これらの資質向

上のためには、教科を横断した学習が不可欠である。 

理数探究基礎においても、「数学的な見方・考え方や理科の見方・考え方を組み合わせるなどし

て働かせ、探究の過程を通して、課題を解決する力」を身につけることが求められる。本科目は新設

されてからまだ日も浅いため、全員履修となると全国的にも未だ例が少ない。なにぶん初めての試

みで至らない部分も多いが、本実践記録が「理数探究基礎」導入を検討なさっている学校、教科

横断的なカリキュラムマネジメントについて本校と同じように試行錯誤されている学校のご参考とな

れば幸甚である。 
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 理数探究基礎について 

 

前述のとおり「理数探究基礎」は、平成３０年に告示された新学習指導要領で新設された、各学科

に共通する教科「理数」における科目である。 

 

平成 28年 12月の中央教育審議会答申において、 

「予測困難な社会の変化に主体的に関わり、感性を豊かに働かせながら、どのような未来を創って

いくのか、どのように社会や人生をよりよいものにしていくのかという目的を自ら考え、自らの可能

性を発揮し、よりよい社会と幸福な人生の創り手となる力を身に付けられるようにすることが重要で

あること」が示された。 

 

またこれを受けて、 

「知の創出をもたらすことができる人材の育成を目指すには、そのための基礎的な資質・能力を身

に付けるとともに、数学や理科に関する横断的なテーマに徹底的に向き合い考え抜く力を身に付け

る必要がある」とされ、数学と理科にわたる探究的科目が新設された。 

 

理数における目標は以下のとおりである。 

様々な事象に関わり、数学的な見方・考え方や理科の見方・考え方を組み合わせるなどして働か

せ、探究の過程を通して、課題を解決するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを

目指す。 

（1）対象とする事象について探究するために必要な知識及び技能を身に付けるようにする。 

（2）多角的、複合的に事象を捉え、数学や理科などに関する課題を設定して探究し、課題を解

決する力を養うとともに創造的な力を高める。 

（3）様々な事象や課題に向き合い、粘り強く考え行動し、課題の解決や新たな価値の創造に向

けて積極的に挑戦しようとする態度、探究の過程を振り返って評価・改善しようとする態度及び

倫理的な態度を養う。 

高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説「理数編」より 

 

生徒は本科目を履修する中で、「数学的な見方・考え方や理科の見方・考え方を組み合わせるなど

して働かせ、探究の過程を通して、課題を解決する力」を身につけることが求められる。 
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 本校スーパーサイエンスハイスクール事業の概要 

（令和４年度実施報告書より抜粋） 

 

【研究開発課題】 

「VUCA時代において主体的に自らを進化させられる人材育成プログラムの開発」 

 

【研究開発の目的・目標】 

（１）目的 

現代はVUCA（Volatility：変動性、Uncertainty：不確実性、Complexity：複雑性、Ambiguity：

曖昧性）と呼ばれ、先行きの予測が困難な時代である。そのような時代において、主体的に課題を

発見・解決することにより、新たなビジョンを創造し、社会を牽引する科学技術系人材を育成するた

めの教育モデルを開発する。 

（２）目標 

上記目的達成のため、 

１．現状を正しく把握した上で適切な課題を「みつける」力 

２．不確実で複雑な状況に立ち向かって探究活動を「すすめる」力 

３．周囲へ正しく情報を伝えることで、理解と共感とともに得られた成果を社会に「ひろげる」力 

の３つを育てるプログラムの開発を行う。 

それに向けて、３つの力につながる非認知能力を伸長するプログラム構成とその妥当性を検証する

評価指標を開発する。 

 

【令和４年度実施規模】 

課程（全日制） 

学科 
第 1学年 第 2学年 第 3学年 計 実施規模 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 1 年次の生

徒全員と，2，

3 年次の理

系 。 特 に 人

文・数理探究

類型の生徒

を中心に実

施。 

普通科 321 8 319 8 319 8 959 24 

理系 

(類型以外) 

- - 178 4.5 191 5 369 9.5 

人文・数理 

探究類型 

40 1 40 1 40 1 120 3 

理系 

(類型) 

- - 30 0.5 29 0.5 59 1 

(内理系) - - 208 5 220 5.5 428 10.5 

課程ごとの

計 

321 8 319 8 319 8 959 24 
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 理数探究基礎とカリキュラムマネジメント 

 

資料 ≪本校の教育課程≫ 
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究

入

門

(

理

数

探

究

基

礎

）

(２) (２) (２) （３） （２） （２） （２）

数

　

学

A

物

理

基

礎

生

物

基

礎

体

　

　

育

芸

　

術

Ⅰ

英

語

コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

Ⅰ

(３) (２) (３) (２) (２)

人

文

数

理

探

究

類

型

現

代

の

国

語

言

語

文

化

公

　

　

共

数

　

学

Ⅰ

英

語

コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

Ⅰ

論

理

・

表

現

Ⅰ

家

庭

基

礎

(２) (２) (２) (３) (２) (２) (２)

数

　

学

Ⅰ

数

　

学

A

物

理

基

礎

生

物

基

礎

体

　

　

育

芸

　

術

Ⅰ

単位数

第

１

学

年

普

通

ク

ラ

ス

現

代

の

国

語

言

語

文

化

公

　

　

共
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○令和４年度以降入学生の教育課程の特徴 

第１学年「理数探究基礎（１単位）」にて、テーマ設定の手法・実験器具の使い方・誤差の処理・

統計学・成果発表に必要な情報スキルなど、自然科学的な探究手法を身につけるプログラムを実

施した（人文数理探究類型は２単位で実施）。詳細については後述する。 

それに加えて、「公共（２単位）」を１単位ずつに分け、それぞれ別の担当者がワークショップや模

擬請願・模擬立法、行政への提案書づくりなど、社会科学的な探究の手法を学んだ。 

 
次年度は理数探究基礎・公共の双方で学んだスキルを活かし，第２学年「総合的な探究の時間

（２単位）」（特色類型の生徒は学校設定科目「探究（３単位）」にて文理融合のグループ課題研

究を実施する。その際、時間割内に２時間連続で探究活動に取り組む時間を設ける。まとまった時

間を確保することにより、生徒が十分に探究活動に取り組める環境を整える。 

 

さらに研究をすすめたい生徒・進路実現に活用したい生徒は、次々年度第３学年に開講予定の

学校設定科目「選択探究」を履修し，自身の探究を深化させる。なお、特色類型の生徒は第３学年

「人文・数理探究（１単位）」を必修する。 

 

 

長田高校の探究活動（１学年）
単位数 1 2 3 4 5 6 7

１学年 一
般

現代の国語
(2)

言語文化
(2)

公共
(2)

特
色

現代の国語
(2)

言語文化
(2)

公共
(2)

30 31 32 33
理数
探究
基礎

LHR
(1)

理数探究基礎
（探究入門）

LHR
(1)

長田高校の探究活動（２学年）

単位数

２学年 一
般

文
系

理
系

特
色

文
系

理
系

29 30 31 32 33

総合探究
(2)

LHR
(1)

総合探究
(2)

LHR
(1)

探究
(3)

LHR
(1)

探究
(3)

LHR
(1)

月 火 水 木 金

1

2

3

4

5 総合
探究

6 総合
探究

7 LHR

時間割（２学年）イメージ

長田高校の探究活動（３学年）
単位数

３学年 一
般

文
系

理
系

特
色

文
系

理
系

31 32 33

LHR
(1)

選択
探究

LHR
(1)

選択
探究

人文
数理
探究

LHR
(1)

LHR
(1)
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〇実施形態 

中央教育審議会で新しい学習指導要領が審議された際、文部科学省はカリキュラムマネジメン

トの確立について、次の 3つのポイント（三つの側面）を示している。 

 

①各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校の教育目標を踏まえた教科横断的な視点で、

その目標の達成に必要な教育の内容を組織的に配列していくこと。 

②教育内容の質の向上に向けて、子供たちの姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に

基づき、教育課程を編成し、実施し、評価して改善を図る一連の PDCAサイクルを確立すること。 

③教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、地域等の外部の資源も含めて活用しなが

ら効果的に組み合わせること。 

（「教育課程企画特別部会 論点整理」より抜粋） 

 

３つのポイントに対応するために、本校では年間２５回の理数探究基礎の授業を 

①外部講師による講演会 と 

②複数科目にまたがる授業担当者によるリレー講座 

の組み合わせで構成することとした（年間計画をご参照）。 

 

①の外部講師による講演会では、神戸大学アドミッションセンター特命准教授の進藤明彦先生に

よる講義「科学倫理と探究の進め方」と、神戸大学大学院理学研究科教授の木村建次郎先生に

よる講義「38億人を救う数式」を受講した。生徒はその中で、探究活動で科学倫理を遵守し、事象

を数理モデルで理解することの重要性を学んだ。 

 

②の授業担当者によるリレー講座では、理科（４名）・数学（２名）・情報（１名）の教員が、以下のテ

ーマで全３回からなる講座をおこなった。１年生の一般類型全クラスにおいて「理数探究基礎」を木

曜の６限目に設定することにより、計７名の担当者が全クラスをローテーションしながら講座を展開

できるよう調整した。 

 

講座１「効果的なアイディアの出し方」 

講座２「はかる」 

講座３「反応における温度の測定」 

講座４「六甲山系の樹木における二酸化炭素固定量の測定」 

講座５「データの分析」 

講座６「データ整理」実習 

講座７「口頭発表スライドのつくり方」 
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資料 ≪（比較）計画当初の「理数探究基礎」における講座の持ち方イメージ≫ 

 

時間割：木曜６限（ローテーション方式）,担当者：理科４人数学２人情報１人計７人 

 １組 ２組 ３組 ４組 ５組 ６組 ７組 

Ⅰ期 講座１ 講座７ 講座６ 講座５ 講座４ 講座３ 講座２ 

Ⅱ期 講座２ 講座１ 講座７ 講座６ 講座５ 講座４ 講座３ 

Ⅲ期 講座３ 講座２ 講座１ 講座７ 講座６ 講座５ 講座４ 

Ⅳ期 講座４ 講座３ 講座２ 講座１ 講座７ 講座６ 講座５ 

Ⅴ期 講座５ 講座４ 講座３ 講座２ 講座１ 講座７ 講座６ 

Ⅵ期 講座６ 講座５ 講座４ 講座３ 講座２ 講座１ 講座７ 

Ⅶ期 講座７ 講座６ 講座５ 講座４ 講座３ 講座２ 講座１ 

※８組（特色類型クラス）は木曜５・６限において２単位で独自実施 

→必要に応じて、全クラス合同で講義を受講 

 

参考として、令和４年度に実施した理数探究基礎の年間計画を添付する。実際には、講座１と講座

４については、複数担当で実施する方が内容面で適していたため、２クラスに対して担当者２名のテ

ィームティーチングをおこなった。また講座５と講座６については、２名の数学教諭が別々に１クラス

ずつ担当し、年度前半に講座５、年度後半に講座６を同時におこなった。時間割上で同時展開する

ことにより、このような自由度を確保することができた。 

特色類型クラスの理数探究基礎（校内名称「探究入門」・２単位）は、木曜６・７限に実施であった

ため、外部講師による講演会は特色類型クラスと一般クラスの生徒が同時に受講した。 

講座はクラス別におこなわれているため、担当者が出張等で不在のときには、別の時間に時間割

変更をすることもでき、３回分の講座実施のための授業時間の確保も両立することができた。 
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資料 ≪（比較）実際におこなった「理数探究基礎」における講座の持ち方≫ 

  
講座４および１は藤友/空野の２名で２クラスを担当した（Ⅳ期のみそれぞれ単独で担当） 

  

1組 2組 3組 4組 5組 6組 7組

1 4月14日

2 4月21日
講座５

久保田

講座５

宇都出

講座７

黒地

講座４

藤友/空野

講座３

楠本

講座４

藤友/空野

講座２

髙田

3 4月28日

4 5月19日

5 6月2日

6 6月9日

7 6月16日

8 6月23日

9 6月30日
講座２

髙田

講座３

楠本

講座５

宇都出

講座７

黒地

講座４

藤友/空野

講座５

久保田

講座４

藤友/空野

10 9月8日

11 9月15日

12 9月22日

13 10月6日

14 10月13日

15 10月27日

16 11月10日

17 11月17日

18 11月24日

19 12月1日

20 12月15日

21 1月12日
講座３

楠本

講座１

空野/藤友

講座２

髙田

講座６

久保田

講座７

黒地

講座６

宇都出

講座１

空野/藤友

22 1月19日

23 1月26日

24 2月2日

25 2月9日

講座１

空野/藤友

講座３

楠本

講座２

髙田

講座３

楠本

講座４

藤友

講座６

久保田

講座７

黒地

講座１

空野/藤友

講座６

宇都出

講座７

黒地

講座６

久保田

講座２

髙田

講座６

久保田

次年度探究に向けて

講座５

久保田

講座２

髙田

講座４

藤友/空野

講座３

楠本

講座４

藤友/空野

講座７

黒地

講座５

宇都出

講座５

宇都出

Ⅵ

期 冬季休業

３

　

学

　

期

Ⅶ

期

講座１

空野/藤友

講座７

黒地

講座１

空野/藤友

講座２

髙田

講座６

宇都出

講座３

楠本

Ⅴ

期

講座６

宇都出

講座２

髙田

講座６

久保田

講座１

空野/藤友

講座１

空野/藤友

講座７

黒地

講座３

楠本

講座１

空野

講座５

宇都出

講座２

髙田

講座７

黒地

Ⅳ

期

講座５

久保田

講座４

藤友/空野

＜特別講義＞木村先生「38億人を救う数式」

夏季休業

講座４

藤友/空野

講座４

藤友/空野

講座３

楠本

講座５

久保田

１

　

学

　

期

Ⅰ

期

オリエンテーション

＜特別講義＞進藤先生「科学倫理と探究の進め方」

Ⅱ

期

講座２

髙田

講座３

楠本

講座５

宇都出

講座７

黒地

講座４

藤友/空野

学

期
期 回 日　程

担当者
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資料 ≪理数探究基礎（１単位）シラバス≫ 

 

  

教　　科 理数 科　　目 理数探究基礎 学年・類型 1年一般類型 履修形態 必修 授業時数 1単位

使用教科書

副教材等

学　　期

Ⅰ．テーマの設定， ①ブレインストーミングの取り組み方

　仮説を立てる ・ブレインストーミングの手法と環境について

・マインドマップをもちいた課題設定と解決方法の模索

・成果発表

Ⅱ．実験・観察・調査に関する②空気の密度の測定

　基本操作 ・単位とは何か，接頭語と指数表示

・誤差と有効数字，誤差を減らす測定方法の考察

・各種実験器具の使用法，空気密度の測定

③反応における温度の測定

Ⅲ．野外調査 ④六甲山系の樹木における炭素固定量の測定

・六甲山系の樹木と炭素固定量について

・三角測量をもちいた樹木の測定・樹木の種類の同定

・炭素固定量を求める

Ⅳ．統計学 ⑤データの代表値・分散と標準偏差

・データの整理（度数分布・ヒストグラム）

・データの代表値（平均値・中央値・最頻値）

・分散と標準偏差・データの相関

⑥「データ整理」実習

・データから必要なものを取り出す

・PCをもちいたデータ処理

Ⅴ．成果を発表する ⑦口頭発表スライドのつくり方

・パワーポイントの使い方

・見やすいスライドとはなにか

・実践発表

成績評価方法

各テーマにおける取り組み状況、およびパフォーマンス課題を別添のルーブリックに照らし、観点別に評価をおこなう。

通知表による評価のフィードバックは学年末におこなう。

３学期

１学期

別添のルーブリックによる

数研出版「理数探究基礎」

なし

２学期

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容 評価規準

学習目標

２学年で取り組む探究活動にむけて、理科・数学・情報分野から７つのテーマを設定し、３時間ごとの講義および実習をおこなう。

授業の進め

方,学習方

法

２学年で取り組む探究活動にむけて、理科・数学・情報分野から７つのテーマを設定し、３時間ごとの講義および実習をおこなう。

それぞれのテーマがミニ探究活動となっており、実践を通じて探究活動の要諦をつかむ。
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 各講座の実施内容 

講座は、＜探究テーマの設定について＞、＜理科の見方・考え方について＞、＜数学的な見方・考え

方について＞、＜情報機器を活用した成果発表について＞に大別される。実施期間中、担当者打ち

合わせを重ねて、お互いの講座内容を共有しながら年間のプログラムを作り上げた。 

以下では、それぞれの講座における実施内容を詳述する。 

 

 

＜オリエンテーション＞ 

オリエンテーションとして、全体講義の形式で「これからの時代において探究活動を経験しているこ

とが重要になる理由を生徒に説明した。 

 

資料 ≪オリエンテーションにおける説明資料≫ 
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＜探究テーマの設定について＞ 

講座１：「効果的なアイディアの出し方」 

〇ねらい 

・課題解決型のミニ探究活動を通じて、探究のテーマ設定の具体的な方法や、問題の解決に創造

性が果たす役割を学ぶ。 

〇内容 

第１回「ブレインストーミングで可能性を探れ」 

ブレインストーミングにおけるグループ内コミュニケーションの在り方、マインドマップの作成方法

を学ぶ。基礎的な手法を学んだ後に、実際にグループに分かれて決められたテーマでブレインス

トーミングとマインドマップ作成を経験する。 

第２回「筆箱をめぐる冒険」 

新しい筆箱を開発するというテーマで、①パートナーへの「共感」、②問題点の「定義」、③問題

解決法の「考察」、④プロトタイプの「試作」、⑤解決法の「検証」という課題解決型探究の一連

のプロセスを経験する。 

第３回「発表」 

「新しいマスクをデザインする」というテーマに基づいて、実際に作成した試作品とパワーポイント

を用いたグループ発表をおこなう。スライド作成においては、１人１台端末を利用して Office365

の共有機能を用いて、共同作業で作成する。第１回および第２回において学んだ知識・技能を応

用できているかどうかを相互評価し、本講座における学びを振り返る。 

   

講座１に取り組む生徒の様子 
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資料 ≪授業で使用したスライド（第１回）≫ 
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資料 ≪授業で使用したスライド（第２回）≫ 
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資料 ≪生徒が作成した発表スライド≫ 
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資料 ≪講座１における生徒の事後評価アンケート≫ 

〇質問項目：３回の講義を通じてあなたにとって学びになったことを教えてください。 

ブレインストーミングのやり方。特に、実現出来ないことでもいいこと、心理的安全を確保すること

でより誰も思いつかなかったような意見が出ると知れてよかったです。 

また、「新しい筆箱やマスク｣というざっくりしたテーマでは考えづらかったけど、具体的な 1 つの

問題を解決するためとすると考えやすくなったので、まず具体的に問題を把握するのが大切だと

思いました。 

発表の時にも、マスクの定義→問題点→改善策の順番で話している班はどんな活動をしたのか

とても分かりやすかったので、プレゼンする時の構成もより聞いている人に分かりやすく、納得で

きるように届けられるよう工夫しようと思いました。 

今の技術でできないことも含めて考える事や相手の意見を否定するのではなく誰かが出した意

見をみんなで膨らましていくという方法が、実際に授業で体験して斬新なアイディアを出すため

に重要な考えだとわかりました。またアイディアを出す際にホワイトボードに考えたことをマップに

して書き出すと頭の中が整理され、またそこから新たな発想のネタが出て、今回教えていただい

た書き出す方法がこれからアイディアを出すという時に使ってみたいと思いました。 

現実的ではないような案でも提案してみることで色々な意見が得られたり、そこから新たな意見

が生まれることから｢Yes,and｣で繋ぐことは探究においてとても大切だと学びました。 

実現は出来ないかもしれないけど、案として出ることで楽しい探究にも十分繋がると思いました。 

そして、効果的な発表をすることは不可能を可能にしたいと思う気持ちを生む大事な行為だと気

づきました。色々な視点を知ることは最もいい経験だったと思います。 

聞き手が聞いていて興味を惹かれるプレゼンをすることの重要さを感じました。また自分たちの

案をただ説明するのではなく、短時間で、分かりやすく、でも伝えたいことはしっかりと説明すると

いうプレゼンの流れも学べました。 

マインドマップを取り入れることでクラスの人との意見交換もしやすかったし、自分が思っていた

以上にポンポン意見が出たことにとても感動しました。最終回のマスクの発表では、結構問題点

がそれぞれの班で被っていたのに、その問題点をどのように切り取ってアイディアを広げていくか

によって、それぞれのマスクに違いが出ていたこともとても面白かったです。 

私な話し合いのとき、否定したくても否定できなかったり、その続きを聞きたいのに上手く言えな

いときがありましたが、否定のときは、否定するだけでなく改善案を。続きを聞きたいときは「それ

で？(っ ?? ?c)ﾜｸﾜｸ」と聞くことで相手に続きを促す事ができ、話し合いがスムーズに出来まし

た。また、ブレインストーミングは、みんながペンを持ち、みんなが立つことでより生き生きとしたも

のになると分かりました。 

1 回目の講義で行ったブレインストーミングでは、関連することをどんどん考えていく難しさや、そ

れを続けることで自分の思考の幅が広がることを実感できた。2 回目は新しい筆箱の試作品を

作る中で、短時間かつコンセプトがわかりやすいようにする大切さを学んだ。そして、今回の発表

では自分の班以外の様々なアイディアに触れることができて、とても良い経験になった。 
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〇質問項目：２年生から始まる探究活動の中で、今回の学びをどのように生かしていきたいですか。 

2 年生で行う探究活動にはテーマが決まっていなくて、自分たちで新しいことを発見しなければ

ならなく、僕は探究活動をする前から苦手意識がありました。今回学んだのは、与えられたテーマ

に沿った具体的な課題設定を行う上でブレインストーミングを活用する方法でした。これによっ

て、テーマや課題を設定するときのイメージがついたので、前向きに取り組みたいです。そして話

し合いに行き詰まったときはレクリエーションなどをして心をリフレッシュさせて、楽しく話し合いが

できるようにしたいです。 

ブレインストーミングをする中で、たくさんの知識がないと新しいアイディアが思いつきにくいと感

じたので、アイディアをたくさん出していくためにも普段からいろんなことに興味を持って生活をし

て、話し合いをする際には、問題点からそれずに考えることをさらに意識したいです。 

形式にとらわれずに、普通なら考えられないようなアイディアも捨てないことや、ひとつの案からま

た新しい案を出して融合させてより良い案をだすなど、身の回りには新しいことに踏み出すチャン

スがたくさんあると知れたので今後も、つかめるチャンスは無駄にせず、そこからの可能性をしっ

かりと利用していきたいと思いました。 

これから先、高校の探究活動にかぎらず、社会に出てからもこのような能力が必要になってくると

思うので、1回目のブレインストーミングなど、うまく利用できるものは利用していきたいです。 

日常の問題点をスルーするのではなく身近な問題点から解決策を考え出すというのは生かして

いきたいです。また、解決策を誰かに言うことによってそこから新たな意見が出て、もっとよりよい

ものを作っていけると思い、生かしていきたいです。 

プレゼンテーションする時に、台本をみて読むというより、みんなに伝えるイメージで発表したい。

また、探求なので今までと同じようなアイディアではなく、概念を覆すような面白いアイディアが出

るように、日々アンテナをはっていたいと思った。 

ブレインストーミングを立って行うこと。アイディアを出す段階が意外と一番重要であるということ。

相手の提案に対して、「ええ。。。でも」ではなく「ええやんほんで。。。」でつなげば、会話が進むと

いうこと。 

新しいマスクのアイディアを出す事は思っていたよりもずっと難しかった。普段の生活に馴染んで

しまっているからこそ新たな見方を考えるのに苦労したからです。固定された考え方に捉われる

ことなく、様々なアイディアを否定しないということを大切にしたいです。また、情報・アイディアを

発信して人を惹きつける力を持ちたいと思いました。 

こんなに短期間で発表内容をまとめてパワポを作って発表するのは初めてだったのでとても大変

だったが、いい経験になった。短期間でできるだけ内容のあるクオリティの高いものを作れるよう

に 2年生も頑張りたい。 

今回の探究活動では、意見の出し方や共有のより良い方法を学ぶことができました。この経験を

生かして、まずはお題づくりをより豊かにして、自分たちが本当に探求したいことを見つけていき

たいです。また活動が始まったら、的確な方法で分かりやすい調査にするために、より多くの意見

を交換して、日常生活に根付くようなものを作れたらいいなと思います。 
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＜理科の見方・考え方について＞ 

講座２：「はかる」 

○ねらい 

・実験・観察における測定値、有効数字のもつ意味を理解させる。 

・自ら実験計画を立て、結果を求める流れを体験させる。 

〇内容 

第１回「測定値、有効数字、単位を理解する」 

実験・観察で使用する装置・器具を紹介するとともに、測定値のもつ意味を理解させる。また、測

定値を有効数字の考えを用いて処理する方法を学ばせる。 

第２回「空気の密度をもとめる」  

シリンジ、ゴム栓、鉄釘を用いて、実験のヒントを与える。次に、各班(4 人)で実験操作を考え、測

定した値をもとに密度を求めさせる。実験を進めるにあたって、必要となってくる電子天秤などは

生徒のリクエストに応じて提供する。最後に得られた結果、操作について発表させる。 

第３回「塩化ナトリウムの結晶 58.5gに含まれる NaClの個数をもとめる」  

岩塩の結晶、木槌、千枚通し、カッターナイフを用いて、実験のヒントを与える。また、ノギスの使い

方の説明をする。次に、各班(2人)で実験操作を考え、測定した値をもとに個数を求めさせる。実

験を進めるにあたって、必要となってくる電子天秤などは生徒のリクエストに応じて提供する。最

後に得られた結果、操作について発表させる。 

 

 

講座２に取り組む生徒の様子 
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資料 ≪講座２の概要≫ 

実験・観察に関する基本操作 「はかる」 

 

１時間目「測定値，有効数字，単位を理解する」 

使用教材：「理数探究基礎（数研出版）」 

・実験・観察で使用する装置・器具を紹介するとともに、測定値のもつ意味を理解させる。 

・測定値を有効数字の考えを用いて処理する方法を理解させる。 

    ・SI基本単位をもとに国際単位系(SI)と SI接頭語を理解させる。 

 

 

２時間目「空気の密度をもとめる」 

評価の観点【思考，判断，表現】 

シリンジ，ゴム栓，鉄釘を用いて，実験のヒントを与える。次に、各班(4 人)で実験操作を考え、

測定した値をもとに密度を求めさせる。実験を進めるにあたって、必要となってくるメスシリンダー

などの器具は生徒のリクエストに応じて提供する。最後に得られた結果、操作について発表させ

る。 

 

［準備］ 

  器具 プラスチック注射器（60 mL）    ゴム栓  鉄釘   電子てんびん（精度 0.01 g 以上） 

    （生徒のリクエスト） 

100mL ビーカー  100mL メスシリンダー  水槽 など 

 

［生徒へのヒント］  

  
 

                    

 

      

 

 

 

                         

（図１）                   （図２）                         （図３） 
 

 

 



24 
 

３時間目「塩化ナトリウムの結晶 58.5gに含まれる NaClの個数をもとめる」  

評価の観点【主体的学び】 

岩塩の結晶、木槌，千枚通し，カッターナイフを用いて，実験操作および求める考え方のヒントを

与える。また、ノギスの使い方を理解させる。各班(2 人)で、測定した値をもとに塩化ナトリウムの結

晶 58.5gに含まれる NaClの個数を求めさせる。 

 

［準備］ 

  器具 岩塩の結晶  木槌  木製台  千枚通し  カッターナイフ 

  ノギス  電子てんびん（精度 0.01 g 以上） 

 

［操作の手順，考え方のヒント］ 

1 天日塩の結晶を木槌，千枚通し，カッターナイフを用い   

て直方体にする 

 

2 天日塩の結晶の体積と質量を調べる  

   

３ 考え方のヒント 

  NaClの単位格子の体積 ⇒ 1.81×10
-22

cm
3
   

   単位格子中含まれる NaCl ⇒ ４個分である  

＊ ここではイオン結晶について構造と含まれるイオンの数についての説明を行う 
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● 生徒レポート 

２時間目「空気の密度をもとめる」 
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３時間目「塩化ナトリウムの結晶 58.5gに含まれる NaClの個数をもとめる」 
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講座３：「反応における温度の測定」 

〇ねらい 

・溶解反応・中和反応の温度変化を測定することによって、得られたデータからどのようにグラフ化

するか、またグラフをどのように理解するべきなのかを学ぶ。また、得られた結果より、行っていない

反応の温度変化の予測を行った後、実験することにより予測の検証を行う。 

〇内容 

第１回「反応に伴う温度の測定について」 

物質の溶解によって温度が上昇、および下降することを身近な反応で考え、実験においてどのよ

うに温度測定をするべきか、またグラフを用いた熱補正の方法を学ぶ。また、実験で扱う水酸化

ナトリウムの潮解性の観察を行う。 

第２回「溶解反応、中和反応における温度変化の測定」 

一定量の固体の水酸化ナトリウムを①純水、②塩酸に溶解させ、それぞれの実験において溶液

の温度変化を測定する。最後に２つの実験の温度変化の違いが、何によって生じているのかを考

察する。 

第３回「水溶液どうしの反応における温度変化の測定」 

前回とは異なり、水酸化ナトリウム水溶液と塩酸を混合し溶液の温度変化を測定するが、実験を

行う前に、前回の２つの実験結果からどれくらいの温度変化になるかを班単位で議論したうえで

予測し、その後に測定を行う。最後に予測と得られた結果の違いについて評価・考察する。 

 

    
講座３に取り組む生徒の様子
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講座４：「六甲山系の樹木における二酸化炭素固定量の測定」 

〇ねらい 

・地球温暖化防止に樹木が果たす役割や課題を考え、実際に野外調査を行うことで、樹木の同定

や測定等の基本的な技能を身に着け、さらに探究の成果を論文にまとめる力や適切に表現する力

を養う。 

〇内容 

第１回「オリエンテーション」 

樹木が地球温暖化の原因である二酸化炭素を固定していることを学び、有効数字の取り扱いを

含めて樹木測定（樹高や直径）の基本的な技能を身に着け、測定器具を自作する。さらに各班

が主体的に課題の設定を行い、次回野外調査の事前準備を行う。 

第２回「野外調査」 

班ごとに設定した課題内容に応じて、観音山公園をフィールドとし、野外調査を行う。樹木の直径

を測定し、自作の器具を用いて三角測量で樹高を求める。また、標本を採取し、インターネット

（『六甲山系電子植生図鑑』等）を用いて樹木を同定する。結果を記録し、整理しておく。 

第３回「論文作成」 

野外調査の測定結果から、事前に Google classroomで配布した『立木幹材積表（林野庁）』

を用いて、樹木の材積を求める。さらに材積から『森林吸収量報告（森林総合研究所）』に基づ

いて、樹木に固定されている炭素量を求め、二酸化炭素量に換算する。各班で設定した課題や

仮説に対して、他の生徒と意見交換を行い、これらの結果を分析し、解釈する。考察した結果をま

とめ、探究の過程で記録した内容を論理的に整理し、適切な表現方法でわかりやすく論文にまと

める。 

   

講座４に取り組む生徒の様子 
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資料 ≪授業で使用したスライド（第１回）≫ 
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資料 ≪授業で使用したスライド（第３回）≫ 
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資料 ≪生徒が各自の端末で Office365共有機能を活用して作成したレポート≫ 
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＜数学的な見方・考え方について＞ 

講座５：「データの分析」 

〇ねらい 

・データから様々な代表値を求める。その代表値からわかるデータの本質に迫ることでデータの取

り方の大切さを学ばせる。 

〇内容 

第１回「分散・標準偏差」 

分散・標準偏差を学ぶことでデータの全体像を掴む。分散を学ぶことで、データの散らばり具合

を他の集団と比べるために用い、標準偏差は、データの散らばり具合を他の計算に用いる。 

第２回「相関係数」 

２つ以上のデータの相関関係を調べることで、どれだけそれらのデータが類似しているのかを数

値で表し理解をする。ただし、外れ値の影響を受けやすい事も伝える。 

第３回「まとめ」 

第２回までの理解度を確かめるための小テストを実施する。 

 

講座６：「データ整理」実習 

〇ねらい 

・講座５で学んだ内容をもとに、実際のデータを用いて相関関係などを調べる。 

第１回「グループワーク①」 

40人を 8班に分け、調べたいテーマを決める。 

そのテーマに沿った質問を 4つ考え、Google Formsでクラス全員に答えてもらう。 

第２回「グループワーク②」 

前回のアンケートをもとに相関関係などを調べる。第 3回での発表の準備を行う。 

第３回「発表」 

「テーマについて」、「結果について」、「反省について」の３つの内容を発表する。それらの評価を

生徒自身に行わせる。評価は「テーマについて」、「結果について」は３段階、「反省にいて」は５

段階とした。 

 

   
講座５・６に取り組む生徒の様子 
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−
𝑥
  

 

=
1 𝑛
  
𝑥

1
+
𝑥

2
+
⋯

+
𝑥
𝑛
 
−
𝑛
𝑥
 

=
1 𝑛
 𝑥

1
+
𝑥

2
+
⋯

+
𝑥
𝑛
 
−
𝑥

=
𝑥
−
𝑥

=
0

 

よ
っ
て
、
偏
差
の
平
均
値
で
は
、
デ
ー
タ
の
散
ら
ば
り
の
度
合
い
を
表
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
偏
差
の

 

2
乗
の
平
均
値

 

1 𝑛
  
𝑥

1
−
𝑥
 2

+
 𝑥

2
−
𝑥
 2

+
⋯

+
 𝑥

𝑛
−
𝑥
 2
  

を
考
え
る
。
こ
の
値
を
デ
ー
タ
の
分
散
と
い
い
、

𝒔
𝟐
で
表
す
。

 

分
散
が

0
の
と
き
、

𝑥
1

=
𝑥

2
=

⋯
=

𝑥
𝑛

=
𝑥
、
す
な
わ
ち
デ
ー
タ
の
値
は
す
べ
て
等
し
く
、
そ
れ
ら
の
平
均
値

 

に
等
し
い
。
分
散
が
小
さ
い
こ
と
は
、
デ
ー
タ
の
平
均
値
の
周
り
の
散
ら
ば
り
方
が
小
さ
い
こ
と
の

1
つ
の
目
安
で

あ
る
。

 

変
量

𝑥
の
測
定
単
位
が
、
例
え
ば

cm
で
あ
る
と
き
、
分
散

𝑠
2
の
単
位
は

cm
2
と
な
る
。
そ
こ
で
、
変
量

𝑥
の
測
定
単

 

位
と
同
じ
単
位
で
あ
る

 
𝑠

2
を
散
ら
ば
り
の
度
合
い
を
表
す
量
と
し
て
用
い
る
こ
と
も
多
い
。
 
𝑠

2
を

𝒔で
表
し
、
デ
ー

タ
の
標
準
偏
差
と
い
う
。

 

分
散
と
標
準
偏
差

 

分
散

 
 

𝒔𝟐
=

𝟏 𝒏
  
𝒙
𝟏
−
𝒙
 𝟐

+
 𝒙

𝟐
−
𝒙
 𝟐

+
⋯

+
 𝒙

𝒏
−
𝒙
 𝟐
  

標
準
偏
差

 
 
𝐬

=
 
𝟏 𝒏
  
𝒙
𝟏
−
𝒙
 𝟐

+
 𝒙

𝟐
−
𝒙
 𝟐

+
⋯

+
 𝒙

𝒏
−
𝒙
 𝟐
  

例
１

 
1

0
人
の
生
徒
の
漢
字
テ
ス
ト
の
得
点

𝑥
（
点
）
が
、
下
の
表
で
与
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
平
均
値

𝑥
は
、 

𝑥
=

1 1
0

×
7

0
=

7
 点

 で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
分
散
と
標
準
偏
差
を
求
め
よ
。

 

 

練
習
1

 
次
の
デ
ー
タ
は
、

1
0
人
の
生
徒
に
計
算
テ
ス
ト
を
行
っ
た
結
果
で
あ
る
。
こ
の
デ
ー
タ
の
分
散

𝑠
2
、
標
準

 

偏
差

𝑠を
求
め
よ
。

 

6
 

1
0

 7
 

7
 5

 4
 9

 
1

0
 

5
 7

 

𝑠
2

=
4

 
,𝑠

=
2
 
点

  
 

分
散

𝑠
2
の
式
は
、
次
の
よ
う
に
変
形
さ
れ
る
。

 

𝑠
2

=
1 𝑛
  
𝑥 1

−
𝑥
 2

+
 𝑥

2
−
𝑥
 2

+
⋯

+
 𝑥

𝑛
−
𝑥
 2
  

=
1 𝑛
  
𝑥

12
+
𝑥

22
+
⋯

+
𝑥
𝑛2
 
−

2
𝑥
 𝑥

1
+
𝑥

2
+
⋯

+
𝑥
𝑛
 

+
𝑛
 𝑥

 2
  

=
1 𝑛
 𝑥

12
+
𝑥

22
+
⋯

+
𝑥
𝑛2
 
−

2
𝑥
∙1 𝑛

 𝑥
1

+
𝑥

2
+
⋯

+
𝑥
𝑛
 

+
 𝑥

 2
=

𝑥
2
−

2
𝑥
∙𝑥

+
 𝑥

 2
=

𝑥
2
−
 𝑥

 2
 

た
だ
し
、

𝑥
2
は
、

𝑥
2
の
デ
ー
タ

𝑥
12

 
,𝑥

22
 ,
⋯

,𝑥
𝑛2
の
平
均
値
を
表
す
。
し
た
が
っ
た
、
次
の
こ
と
が
い
え
る
。

 

 𝒙
の
デ
ー
タ
の
分
散
 

=
 𝒙

𝟐
の
デ
ー
タ
の
平
均
値
 
−
 𝒙
の
デ
ー
タ
の
平
均
値

 𝟐

 

例
2

 
下
の
テ
ス
ト

A
の
得
点
を

𝑥
（
点
）
と
す
る
。
変
量

𝑥
の
デ
ー
タ
の
標
準
偏
差

𝑠 𝑥
を
求
め
よ
。

 

テ
ス
ト

A
：

1
 

1
 

2
 2

 3
 

3
 3

 4
 4

 
5

 5
 5

 6
 

6
 7

 7
 8

 
9

 9
 1

0
 

練
習
2

 
下
の
テ
ス
ト

B
の
得
点
の
デ
ー
タ
の
分
散
と
標
準
偏
差
を
求
め
よ
。

 

テ
ス
ト

B
：

3
 

3
 

3
 4

 4
 

4
 

5
 5

 5
 5

 
5

 5
 5

 6
 

6
 6

 6
 6

 
7

 7
 

𝑠
2

=
1

.4
 

,𝑠
=

1
.2
 
点

  

B
 
変
量
の
変
換

 

デ
ー
タ
の
各
値
に
一
斉
に
同
じ
数
を
加
え
た
り
、
一
斉
に
同
じ
数
を
掛
け
た
と
き
、
平
均
値
、
分
散
、
標
準
偏
差
が

 

ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
考
え
る
。

 

変
量

𝑥
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
が
、

𝑛
個
の
値

𝑥
1

 ,
𝑥

2
 

,⋯
,𝑥

𝑛
で
あ
る
と
し
、

𝑥
の
デ
ー
タ
の
平
均
値
を

𝑥
、
分
散
を

𝑠 𝑥
2
、 

標
準
偏
差
を

𝑠 𝑥
と
す
る
。

 

𝑎
 

,𝑏
を
定
数
と
し
て
、
式

𝑦
=

𝑎
𝑥

+
𝑏
で
新
た
な
変
量

𝑦
を
作
る
。

 

こ
の
と
き
、

𝑦
の
デ
ー
タ
は
次
の

𝑛
個
の
値
で
あ
る
。

 

𝑦
1

=
𝑎
𝑥

1
+
𝑏

 
,𝑦

2
=

𝑎
𝑥

2
+
𝑏

 
,⋯

,𝑦
𝑛

=
𝑎
𝑥
𝑛

+
𝑏

 

変
量

𝑦
の
デ
ー
タ
の
平
均
値

𝑦
は

 

𝑦
=

1 𝑛
 𝑦

1
+
𝑦

2
+
⋯

+
𝑦 𝑛
 

=
1 𝑛
  
𝑎
𝑥

1
+
𝑏
 

+
 𝑎

𝑥
2

+
𝑏
 

+
⋯

+
 𝑎

𝑥
𝑛

+
𝑏
  

 

=
1 𝑛
 𝑎
 𝑥

1
+
𝑥

2
+
⋯

+
𝑥
𝑛
 

+
𝑛
𝑏
 

=
𝑎
∙1 𝑛

 𝑥
1

+
𝑥

2
+
⋯

+
𝑥
𝑛
 

+
b

 

よ
っ
て
、

𝑦
=

𝑎
𝑥

+
𝑏

 

ま
た
、

𝑦
𝑘
−
𝑦

=
𝑎
𝑥
𝑘

+
𝑏
−
 𝑎

𝑥
+
𝑏
 

=
𝑎
 𝑥

𝑘
−
𝑥
 で

あ
る
こ
と
か
ら
、
変
量

𝑦
の
デ
ー
タ
の
分
散

𝑠 𝑦
2
は

 

𝑠 𝑦
2

=
1 𝑛
  
𝑦

1
−
𝑦
 2

+
 𝑦

2
−
𝑦
 2

+
⋯

+
 𝑦

𝑛
−
𝑦
 2
  

=
1 𝑛
 𝑎

2
 𝑥

1
−
𝑥
 2

+
𝑎

2
 𝑥

2
−
𝑥
 2

+
⋯

+
𝑎

2
 𝑥

𝑛
−
𝑥
 2
 

=
𝑎

2
∙1 𝑛

  
𝑥

1
−
𝑥
 2

+
 𝑥

2
−
𝑥
 2

+
⋯

+
 𝑥

𝑛
−
𝑥
 2
  

よ
っ
て
、

𝑠 𝑦
2

=
𝑎

2
𝑠 𝑥

2
 

し
た
が
っ
て
、
変
量

𝑦
の
デ
ー
タ
の
標
準
偏
差

𝑠 𝑦
は
、

𝑠 𝑦
=

 𝑎
 𝑠

𝑥
 

変
量
の
変
換

 

𝑎
 

,𝑏
は
定
数
と
す
る
。
変
量

𝑥
の
デ
ー
タ
か
ら

𝑦
=

𝑎
𝑥

+
𝑏
に
よ
っ
て
新
し
い
変
量

𝑦
の
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
と
き
、

𝑥
 

,𝑦
の
デ
ー
タ
の
平
均
値
を

𝑥
 

,𝑦
、
分
散
を

𝑠 𝑥
2

 ,
𝑠 𝑦

2
、
標
準
偏
差
を

𝑠 𝑥
 

,𝑠
𝑦
と
す
る
と
、
次
の
こ
と
が
成
り
立
つ
。

 

𝒚
=

𝒂
𝒙

+
𝒃

,
𝒔
𝒚𝟐

=
𝒂
𝟐
𝒔 𝒙𝟐

 ,
𝒔
𝒚

=
 𝒂
 𝒔

𝒙
 

デ
ー
タ
の
各
値
に
一
斉
に

𝑏
を
加
え
る
と
、
デ
ー
タ
の
各
値
も
平
均
値
も

𝑏
だ
け
増
加
す
る
か
ら
、
デ
ー
タ
の
各
値

 

か
ら
平
均
値
を
引
い
た
差
、
す
な
わ
ち
偏
差
は
変
わ
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
分
散
と
標
準
偏
差
は
変
わ
ら
な
い
。

 

ま
た
、
デ
ー
タ
の
各
値
に
一
斉
に

𝑎
を
掛
け
る
と
、
デ
ー
タ
の
各
値
も
平
均
値
も

𝑎
倍
に
な
る
か
ら
、
デ
ー
タ
の
各
値

の
偏
差
も

𝑎
倍
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
分
散
は

𝑎
2
倍
に
な
り
、
標
準
偏
差
は

 𝑎
 倍

に
な
る
。

 

例
3

 
あ
る
ク
ラ
ス
の
生
徒
を
対
象
に

5
0
点
満
点
の
試
験
を
行
い
、
採
点
し
た
と
こ
ろ
、
平
均
値
は

3
7
点
、
分
散
は

 

2
5
で
あ
っ
た
。

 

 1
  
生
徒
全
員
の
得
点
に

1
0
点
を
加
え
る
と
、
平
均
値
と
分
散
は
ど
う
な
る
か
。

 

 2
  
生
徒
全
員
の
得
点
を

2
倍
す
る
と
、
平
均
値
と
分
散
は
ど
う
な
る
か
。

 

練
習
3

 
あ
る
都
市
の
日
ご
と
に
最
高
気
温
を
摂
氏
度

 ℃
 で

計
測
し
、

2
0
日
分
の
デ
ー
タ
を
得
た
。
そ
の
平
均
値
は

1
5

.0
℃
、
分
散
は

9
.0
で
あ
っ
た
。
こ
の
デ
ー
タ
を
華
氏
度

 ℉
 に

変
更
し
た
と
き
の
、
平
均
値
、
分
散
、
標
準
偏
差
を
求

め
よ
。
た
だ
し
、
摂
氏
度
が

𝑥
℃
の
と
き
の
華
氏
度
を

𝑦
℉
と
す
る
と
、

𝑥
と

𝑦
に
は
次
の
関
係
が
あ
る
。

 

𝑦
=

1
.8
𝑥

+
3

2
 

平
均
値

5
9

.0
℉

 
,分

散
2

9
.1

6
 

,標
準
偏
差

5
.4
℉

  

例
4

 
5
人
の
身
長

𝑥
 c

m
 の

デ
ー
タ

1
7

6
 

1
7

0
 1

6
7

 
1

7
9

 
1

6
8
が
あ
る
。

𝑥
0

=
1

7
0
と
し
て
、
新
た
な
変
量

𝑢
を

 

𝑢
=

𝑥
−
𝑥

0
と
定
め
た
と
き
、
平
均
値

𝑥
と
分
散

𝑠 𝑥
2
を
求
め
よ
。

 

 

練
習
4

 
変
量

𝑥
の
デ
ー
タ
が

7
5

0
 

7
4

0
 7

2
0

 7
7

0
 7

5
0

 7
4

0
で
あ
る
。
い
ま
、

𝑐
=

1
0

 
,𝑥

0
=

7
4

0
と
す
る
。

 

ま
た
、
変
量

𝑢
=

𝑥
−
𝑥

0

𝑐
と
す
る
。

 

 1
  
変
量

𝑢
の
デ
ー
タ
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
を
求
め
よ
。

 

 2
  
変
量

𝑥
の
デ
ー
タ
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
を
求
め
よ
。

 

 1
  
𝑢

=
0

.6
,𝑠

𝑢
=

1
.5

 
 2
  
𝑥

=
7

4
5

 
,𝑠

𝑥
=

1
5

 
 

資
料

 ≪
講
座
５
で
使
用
し
た
レ
ジ
ュ
メ
≫
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  理
数
探
究

 
数
学

 
第
２
回

 
１
年

 
 
組

 
 
番

 
 
氏
名
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

2
 

2
つ
の
変
量
の
間
の
関
係

 

気
温
と
商
品
需
要
の
関
係
、
国
語
と
英
語
の
成
績
の
関
係
な
ど
、

2
つ
の
変
量
の
間
の
関
係
に
つ
い
て
調
べ
た
い
こ

 

と
が
あ
る
。
こ
こ
で
学
ぶ
相
関
関
係
と
は
、
量
的
デ
ー
タ
を
と
る

2
つ
の
変
量
の
間
の
関
係
で
あ
り
、
散
布
図
や
相
関
係

数
に
よ
っ
て
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
質
的
デ
ー
タ
を
と
る

2
つ
の
変
量
の
間
の
関
係
に
つ
い
て
も
調
べ
る
。

 

A
 
散
布
図

 

下
の
表
は
、
あ
る
高
校
の

1
年
生
男
子

2
0
人
に
つ
い
て
、
身
長

𝑥
 c

m
 、

体
重
を

𝑦
 k

g 
と
し
て
、

𝑥
 

,𝑦
を
調
べ
た

 

結
果
で
あ
る
。
例
え
ば
、
①
の
人
は
、
身
長

1
6

8
.4

cm
、
体
重

5
9

.0
k

gで
あ
る
。

 

 

𝑥
と

𝑦
の
間
の
関
係
を
見
や
す
く
す
る
た
め
に
、
右
の
図
の
よ
う
に
、

 

𝑥
 

,𝑦
の
値
の
組
を
座
標
と
す
る
点
を
平
面
上
に
と
る
。
こ
の
図
か
ら
、
𝑥

が
増
え
る
と

𝑦
も
増
え
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

 

右
の
よ
う
な
図
を
散
布
図
と
い
う
。

 

B
 
相
関
関
係

 

2
つ
の
変
量
の
デ
ー
タ
に
お
い
て
、
一
方
が
増
え
る
と
他
方
も
増
え
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
と
き
、

2
つ
の
変
量
の
間

 

に
、
正
の
相
関
関
係
が
あ
る
と
い
う
。
逆
に
、
一
方
が
増
え
る
と
他
方
が
減
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
と
き
、

2
つ
の
変
量

の
間
に
、
負
の
相
関
関
係
が
あ
る
と
い
う
。
ど
ち
ら
の
傾
向
も
認
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
相
関
関
係
が
な
い
と
い
う
。

 

練
習
1

 
下
の
表
は
、
各
地
点
の
緯
度

𝑥
 度

 と
2

0
1

8
年

4
月
の
平
均
気
温

𝑦
 ℃

 を
調
べ
た
結
果
で
あ
る
。

 

 

 1
  

2
つ
の
変
量

𝑥
 

,𝑦
の
散
布
図
を
か
け
。

 

 2
  
𝑥
と

𝑦
の
間
に
は
、
正
、
負
ど
ち
ら
の
相
関
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。

 

 

 2
  
負
の
相
関
関
係

  

C
 
相
関
係
数

 

相
関
関
係
の
目
安
と
な
る
数
値
を
考
え
る
。

 

2
つ
の
変
量

𝑥
 

,𝑦
の
デ
ー
タ
が
、

𝑛
個
の

𝑥
 

,𝑦
の
値
の
組
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。

 

 𝑥
1
 

,𝑦
1
  

, 
𝑥

2
 

,𝑦
2
  

,⋯
, 
𝑥
𝑛

 ,
𝑦 𝑛
  

以
下
で
は
、

𝑥
1

 ,
𝑥

2
 

,⋯
,𝑥

𝑛
と

𝑦
1

 
,𝑦

2
 

,⋯
,𝑦

𝑛
の
平
均
値
を
そ
れ
ぞ
れ

𝑥
 

,𝑦
、
標
準
偏
差
を
そ
れ
ぞ
れ

𝑠 𝑥
 

,𝑠
𝑦
と
す
る
。
 

こ
こ
で
、

𝑥
の
偏
差
と

𝑦
の
偏
差
の
積

 𝑥
𝑘
−
𝑥
  
𝑦
𝑘
−
𝑦
 の

平
均
値

 

1 𝑛
  
𝑥

1
−
𝑥
  
𝑦

1
−
𝑦
 

+
 𝑥

2
−
𝑥
  
𝑦

2
−
𝑦
 

+
⋯

+
 𝑥

𝑛
−
𝑥
  
𝑦 𝑛

−
𝑦
  

 
⋯

 
①

 

を
考
え
る
。
①
を

𝑥
と

𝑦
の
共
分
散
と
い
い
、

𝒔
𝒙
𝒚
で
表
す
。

 

ま
た
、
相
関
関
係
の
強
弱
を
み
る
た
め
に
、
共
分
散

𝑠 𝑥
𝑦
を
、

𝑠 𝑥
と

𝑠 𝑦
の
積

𝑠 𝑥
𝑠 𝑦
で
割
っ
た
量
を
考
え
る
。
こ
の
量
を

 

𝑥
と

𝑦
の
相
関
係
数
と
い
い
、

𝒓
で
表
す
。

 

相
関
係
数

 

𝑟
=

𝑠 𝑥
𝑦

𝑠 𝑥
𝑠 𝑦

=

1 𝑛
  
𝑥

1
−
𝑥
  
𝑦

1
−
𝑦
 

+
 𝑥

2
−
𝑥
  
𝑦

2
−
𝑦
 

+
⋯

+
 𝑥

𝑛
−
𝑥
  
𝑦 𝑛

−
𝑦
  

 
1 𝑛
  
𝑥

1
−
𝑥
 2

+
 𝑥

2
−
𝑥
 2

+
⋯

+
 𝑥

𝑛
−
𝑥
 2
 
∙ 

1 𝑛
  
𝑦

1
−
𝑦
 2

+
 𝑦

2
−
𝑦
 2

+
⋯

+
 𝑦

𝑛
−
𝑦
 2
  

=
 𝑥

1
−
𝑥
  
𝑦 1

−
𝑦
 

+
 𝑥

2
−
𝑥
  
𝑦

2
−
𝑦
 

+
⋯

+
 𝑥

𝑛
−
𝑥
  
𝑦 𝑛

−
𝑦
 

 
  
𝑥 1

−
𝑥
 2

+
 𝑥

2
−
𝑥
 2

+
⋯

+
 𝑥

𝑛
−
𝑥
 2
  
 𝑦

1
−
𝑦
 2

+
 𝑦

2
−
𝑦
 2

+
⋯

+
 𝑦

𝑛
−
𝑦
 2
  

相
関
係
数

𝑟に
つ
い
て
は
、
次
の
性
質
が
あ
る
。

 

 1
  

−
𝟏
≦

𝒓
≦

𝟏
 

 2
  
𝑟

=
1
の
と
き
、
散
布
図
の
点
は
右
上
が
り
の
直
線
上
に
分
布
す
る
。

 

 3
  
𝑟

=
−

1
の
と
き
、
散
布
図
の
点
は
右
下
が
り
の
直
線
上
に
分
布
す
る
。

 

 4
  
𝑟の

値
が

0
に
近
い
と
き
、
直
線
的
な
相
関
関
係
は
な
い
。

 

ま
た
、
𝑟の

値
が

1
に
近
い
こ
と
は
正
の
相
関
関
係
が
強
い
こ
と
の
目
安
で
あ
り
、
𝑟の

値
が

−
1
に
近
い
こ
と
は
負
の

 

相
関
関
係
が
強
い
こ
と
の
目
安
で
あ
る
。

 

相
関
係
数
は

𝑥
と

𝑦
の
直
線
的
な
相
関
関
係
を
考
察
す
る
た
め
の
目
安
と
な
る
。

 

 

練
習
2

 
左
列
の

2
0
人
の
身
長

𝑥
 c

m
 、
体
重

𝑦
 k

g 
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
次
の
数
値
が
計
算
で
得
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

 

数
値
は
小
数
第
３
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
。

 

𝑥
の
標
準
偏
差

4
.4

0
、
𝑦
の
標
準
偏
差

4
.7

1
、
𝑥
と

𝑦
の
共
分
散

1
8

.2
2
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
数
値
を
用
い
て
、

 

𝑥
と

𝑦
の
相
関
係
数
を
計
算
せ
よ
。
た
だ
し
、
計
算
結
果
は
小
数
第
３
位
を
四
捨
五
入
せ
よ
。

 

 

𝑟
=

0
.8

8
  

例
1

 
次
の
表
は
、
同
じ
種
類
の

5
本
の
木
の
太
さ

𝑥
 c

m
 と

高
さ

𝑦
 m

 を
測
定
し
た
結
果
で
あ
る
。

𝑥
と

𝑦
の
相
関
係

 

数
𝑟を

求
め
る
。

 

 

練
習
3

 
下
の
表
は
、

1
0
人
の
生
徒
に

1
0
点
満
点
の

2
種
類
の
テ
ス
ト

A
 

,B
を
行
っ
た
得
点
の
結
果
で
あ
る
。

A
の

 

得
点
と

B
の
得
点
の
相
関
係
数
を
求
め
よ
。

 

 

𝑟
=

−
0

.7
1

 
 

相
関
係
数
を
利
用
し
て
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
と
き
、
そ
の
数
値
だ
け
で
判
断
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

 

相
関
係
数
の
値
と
散
布
図

 

相
関
係
数
は
、
外
れ
値
の
影
響
を
受
け
や
す
い
値
で
あ
る
。

 

下
の
散
布
図

 1
  

, 
2
 で

表
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、
い
ず
れ
も
相
関
係
数
が

0
.8
で
あ
る
。
し
か
し
、

 2
 の

デ
ー
タ
か
ら

 

外
れ
値
を

1
だ
け
除
い
た
デ
ー
タ

 3
 の

相
関
係
数
は

0
.1
で
あ
る
。

2
つ
の
変
量
の
間
の
相
関
関
係
を
調
べ
る
と
き
、
相

関
係
数
の
値
だ
け
は
、
分
布
の
特
徴
を
正
し
く
と
ら
え
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。

 

 

D
 
質
的
デ
ー
タ
を
と
る

2
つ
の
変
量
の
間
の
関
係

 

例
2

 
合
否
が
判
定
さ
れ
る
あ
る
試
験
に
お
い
て
、
受
験
者

1
0

0
人
全
員
を

対
象
に
、
教
材

A
を
使
用
し
て
学
習
し
た
か
調
べ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
人
数
は
表

1
の
よ
う
に
な
っ
た
。

 

こ
の
表

1
の
よ
う
な
表
を
分
割
表
（
ク
ロ
ス
表
）
と
い
う
。

 

表
1
に
お
い
て
、
教
材

A
を
使
用
し
た
者
、
使
用

し
て
い
な
い
も
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
合
格
者
、

不
合
格
者
が
占
め
る
割
合
を
計
算
す
る
と
、
表

2

の
よ
う
に
な
る
。

 

表
2
だ
け
を
見
る
と
、
教
材

A
の
使
用
が
合
否
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
よ
う

に
み
え
る
。

 

こ
こ
で
更
に
、
教
材

B
を
使
用
し
て
学
習
し
た
か
も
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
そ
の
人
数
は
表

3
の
よ
う
に
な
っ
た
。 

練
習
4

 
表

3
を
も
と
に
、
次
の
問
い
に
答
え
よ
。

 

 1
  
表

4
の
空
欄
に
適
切
な
数
を
入
れ
よ
。

 

 2
  
教
材

B
を
使
用
し
た
者
、
使
用
し
て
い
な
い
も
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、

 

合
格
者
、
不
合
格
者
の
占
め
る
割
合
を
計
算
し
て
表

2
の
よ
う
に
ま
と
め
よ
。

 

 

 

資
料

 ≪
講
座
５
で
使
用
し
た
レ
ジ
ュ
メ
≫
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す
べ
て
の
解
答
は
解
答
用
紙
に
答
え
の
み
書
き
な
さ
い
。

 

な
お
、
問
題
用
紙
も
回
収
し
ま
す
。

 

1
 
変
量

𝑥
の
デ
ー
タ
が

1
0

 ,
1

4
 ,

1
4

 ,
1

6
 ,

1
7

 ,
1

9
で
あ
る
と
す
る
。

 

 1
  
𝑥
の
デ
ー
タ
の
平
均
値

𝑥 
を
求
め
よ
。

 

 2
  
𝑥
の
デ
ー
タ
の
偏
差
と
偏
差
の
２
乗
に
つ
い
て
、
下
の
表
①
～
⑯
に
数
値
を
い
れ
よ
。

 

𝑥
 

1
0

 
1

4
 

1
4

 
1

6
 

1
7

 
1

9
 

計
 

𝑥
−
𝑥 

 
①

 
②

 
③

 
④

 
⑤

 
⑥

 
⑦

 

 𝑥
−
𝑥 
 2

 
⑧

 
⑨

 
⑩

 
⑪

 
⑫

 
⑬

 
⑭

 
  3
  
𝑥
の
デ
ー
タ
の
分
散

𝑠
2
と
標
準
偏
差

𝑠を
求
め
よ
。

 

た
だ
し
、

 
2

=
1

.4
1
と
し
、

𝑠は
小
数
第

2
位
を
四
捨
五
入
し
て
小
数
第

1
位
ま
で
答
え
よ
。

 

   2
 
変
量

𝑥
の
デ
ー
タ
が
次
の
よ
う
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。

 

8
4

0
 ,

7
7

0
 ,

7
6

0
 

,8
5

0
 ,

7
9

0
 ,

7
2

0
 ,

7
8

0
 ,

8
1

0
 

い
ま
、

𝑐
=

1
0

 ,
𝑥

0
=

7
8

0
 ,
𝑢

=
𝑥
−
𝑥

0

𝑐
と
し
て
新
た
な
変
量

𝑢
を
作
る
。

 

 1
  
変
量

𝑢
の
デ
ー
タ
の
平
均
値

𝑢 
と
標
準
偏
差

𝑠 𝑢
を
求
め
よ
。

 

 2
  
変
量

𝑥
の
デ
ー
タ
の
平
均
値

𝑥 
と
標
準
偏
差

𝑠 𝑥
を
求
め
よ
。

 

           3
 
下
の
表
は
、
あ
る
店
で
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
に
売
れ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
個
数

𝑥（
個
）
と
缶
コ
ー
ヒ
ー
の
本
数

𝑦（
本
）
の

 

デ
ー
タ
で
あ
る
。

 

曜
日

 
月

 
火

 
水

 
木

 
金

 

𝑥
 

8
 

1
0

 
9

 
7

 
6

 

𝑦
 

1
1

 
7

 
9

 
1

3
 

1
0

 

 

 1
  
𝑥

 ,
𝑦
の
デ
ー
タ
の
平
均
値

𝑥 
 ,
𝑦 
を
そ
れ
ぞ
れ
求
め
よ
。

 

 2
  
下
の
表
の
①
～
㉚
に
数
値
を
入
れ
よ
。

 

 
𝑥

 
y 

𝑥
−
𝑥 

 
𝑦
−
𝑦 

 
 𝑥

−
𝑥 
  
𝑦
−
𝑦 
  

 𝑥
−
𝑥 
 2

 
 𝑦

−
𝑦 
 2

 

月
 

8
 

1
1

 
①

 
②

 
③

 
④

 
⑤

 

火
 

1
0

 
7

 
⑥

 
⑦

 
⑧

 
⑨

 
⑩

 

水
 

9
 

9
 

⑪
 

⑫
 

⑬
 

⑭
 

⑮
 

木
 

7
 

1
3

 
⑯

 
⑰

 
⑱

 
⑲

 
⑳

 

金
 

6
 

1
0

 
㉑

 
㉒

 
㉓

 
㉔

 
㉕

 

計
 

4
0

 
5

0
 

 
 

㉖
 

㉗
 

㉘
 

  3
  
𝑥
と

𝑦
の
相
関
係
数

𝑟を
求
め
よ
。
た
だ
し
、

 
2

=
1

.4
1
と
し
、
計
算
結
果
は
小
数
第

3
位
を
四
捨
五
入
せ
よ
。

 

 4
  
𝑥
と

𝑦
の
関
係
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
次
の
①
～
③
の
う
ち
か
ら

1
つ
を
選
べ
。

 

①
 
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
多
く
売
れ
る
日
は
、
缶
コ
ー
ヒ
ー
も
売
れ
や
す
い
傾
向
が
あ
る
。

 

②
 
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
多
く
売
れ
る
日
は
、
缶
コ
ー
ヒ
ー
は
売
れ
に
く
い
傾
向
が
あ
る
。

 

③
 
①
、
②
の
よ
う
な
傾
向
は
認
め
ら
れ
な
い
。

 

 

資
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＜情報機器を活用した成果発表について＞ 

講座７：「口頭発表スライドのつくり方」 

〇ねらい 

・パソコンの操作に慣れるとともに、口頭発表スライドを作成できるようにする。また、伝わりやすいス

ライドづくりのポイントを学び、作成時に取り入れられるようにする。 

〇内容 

第１回「PowerPointの使い方」 

PowerPoint の基本的な使い方を学び、発表用資料の作成ができるようにする。また、

PowerPointに備わっている機能に触れ、PowerPoint上で出来ることを確認する。 

第２回「伝わりやすいスライドとは」 

限られた発表時間の中で聞き手の印象にのこる発表を行うためにはどのようにスライドを作れば

よいのかを学ぶ。また、スライドに文字の大きさ、文字の量など聞き手を意識してスライドを作る必

要があることを学ぶ。 

第３回「発表用資料を作成しよう」 

授業で学んだことを活かして、「私の推し」というテーマで口頭発表スライドと発表原稿を作成す

る。スライドに載せる文字の大きさや内容等、口頭発表スライドであることを意識して作成してい

るかを確認する。 

 

  

講座７に取り組む生徒の様子 
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 理数探究基礎における評価の方法 

前述のとおり、本校の理数探究基礎は担当者によるリレー講座形式でおこなった。評価については、

それぞれの講座で３観点の中から評価する観点を決め、ルーブリックを用いて観点別評価をおこな

った。すべての講座が終了したあとで、総括的観点別評価（まとめ）を算出し最終評定を決定した。 

 

資料 ≪評価のためのルーブリック≫ 

 A B C 

知識・技能 講座で取り組んだ知

識や技能が、十分に

身についた 

講座で取り組んだ知

識や技能が、十分で

はないが身についた 

講座で取り組んだ知

識や技能が、身につ

いたとは言えない 

思考・判断・表現 講座で取り組んだ内

容を用いて、適切に思

考・判断・表現できる 

講座で取り組んだ内

容を用いて、十分では

ないが一定程度、思

考・判断・表現できる 

講座で取り組んだ内

容を用いて、思考・判

断・表現できるとは言

えない 

主体性 講座で実施された内

容に、主体性をもって

取り組んでいた 

講座で実施された内

容に、十分ではないも

のの意思をもって取り

組んでいた 

講座で実施された内

容への取り組みの際、

意識が感じられなか

った 

多様な評価に対応できるよう、ルーブリックの「評価の観点」は極力シンプルなものとした。 

 

総括的観点別評価（まとめ）の出し方 

各講座から提出された観点別評価について、A：4 点 B：２点 C：０点とし、年間の平均スコアを算

出した。算出したスコアが３以上であるもの（直感的にAが多そうなもの）をA、３～１であるもの（直

感的に Bが多そうなもの）を B、１～０であるもの（直感的に Cが多そうなもの）を C とした。 

 

５段階評定の出し方 

AAA を５、BBB相当（ABC１つずつになるもの）を３、CCC を１とし、それらの間にあるものを４ある

いは２とした。 

評定 観点別評価 

５ AAA 

４ AAB ABA BAA AAC ACA CAA ABB BAB BBA 

３ BBB ABC ACB BAC BCA CAB CBA 

２ BBC BCB CBB ACC CAC CCA BCC CBC CCB 

１ CCC 
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資料 ≪評価のイメージ≫ 

 講座１ 講座２ 講座３ 講座４ 講座５ 講座６ 講座７ スコア まとめ 

知技 A    A  A 4.0 A 

思判表  A B A  B B 2.8 B 

主体 A B B C   A 2.4 B 

この場合、観点別評価（まとめ）が ABBなので、評定は４ 
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 生徒の振り返り 

最終授業の終了後、振り返りのため生徒にアンケート調査を実施した。アンケート項目は、①外部講

師による講演会および②授業担当者による講座を通じて、本校 SSH の重点目標である「みつける

力」「すすめる力」「ひろげる力」の３つをどの程度高められたかを、５件法によって調べた。 

 

≪内訳≫ 

①外部講師による講演会 

  講義１「探究での学びと研究倫理」 

  講義２「38億人を救う数式」 

②担当者による講座 

講座１「効果的なアイディアの出し方」 

講座２「はかる」 

講座３「反応における温度の測定」 

講座４「六甲山系の樹木における二酸化炭素固定量の測定」 

講座５「データの分析」 

講座６「データ整理」実習 

講座７「口頭発表スライドのつくり方」 

 

≪質問項目≫ 

（みつける力）現状を正しく把握し、適切な課題を発見する力を身につけられましたか？ 

（すすめる力）不確実で複雑な状況に立ち向かい、課題を解決する力を身につけられましたか？ 

（ひろげる力）自ら情報を発信し、理解と共感を得る力を身につけられましたか？ 

 

≪回答項目≫ 

1. 身につけられなかった 

2. あまり身につけられなかった 

3. どちらともいえない 

4. 身につけられた 

5. よく身につけられた 

 

調査結果は次ページに示すとおりである。 
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≪みつける力≫現状を正しく把握し、適切な課題を発見する力を身につけられましたか？ 

 

 

すべての講座を平均して、29.6％が「よく身につけられた」、40.4％が「身につけられた」と答えた。

特に講座１「効果的なアイディアの出し方」では、合わせて 83.8％の生徒が課題発見能力を高め

られたと回答している。講座１は、ブレインストーミングの手法を実践から学ぶ講座である。探究のテ

ーマ設定の際に、応用できる可能性を感じた生徒が多かったものと考えられる。 
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≪すすめる力≫不確実で複雑な状況に立ち向かい、課題を解決する力を身につけられましたか？ 

 

 

すべての講座を平均して、30.5％が「よく身につけられた」、38.9％が「身につけられた」と答えた。

講座１「効果的なアイディアの出し方」および講座４「六甲山系の樹木における二酸化炭素固定量

の測定」では、それぞれ合わせて（講座１）76.6％（講座４）77.2％の生徒が課題解決能力を高め

られたと回答している。これらは２クラスに対して、担当者２人で同時実施した講座である。複数担

当によるティームティーチングが、課題解決能力の向上に有効であることが示唆された。 

探究活動においては、設定したテーマを検証可能なかたちに具現化する必要があり、本校の探究

活動においても、そこが大きな課題となっている。次年度以降の「総合的な探究の時間」における探

究活動で、課題に積極的に取り組む生徒の姿を期待したい。 
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≪ひろげる力≫自ら情報を発信し、理解と共感を得る力を身につけられましたか？ 

 

 

すべての講座を平均して、30.9％が「よく身につけられた」、38.6％が「身につけられた」と答えた。

特に講座７「口頭発表スライドのつくり方」では、合わせて 84.1％の生徒が情報発信能力を高めら

れたと回答している。令和４年度より、本校でも BYOD（Bring Your Own Device：１人１台端末）

を購入して、普段の授業において利用している。２学年で「情報Ⅰ」を履修する前から、こうした端末

を活用した情報発信を経験することで、次年度以降の活動にスムーズに移行できるのではないか

と期待される。 
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≪全体検証≫ 

「みつける力」 

探究活動のテーマ設定において、現状を把握し、課題を定義し、マインドマップなどのツールを用い

てグループ討議を経験する機会を得た。また考察したアイディアをもとに試作品を作成することで、

テーマ設定の在り方を検証することができた（講座１） 

「すすめる力」 

仮説をもとに実験をデザインし、仮説の是非を検討する方法を学ぶことができた。その中で各種実

験器具の使用方法を身につけられた（講座２・３・４）さらに得られたデータを統計の知識を用いて

処理し、科学的視点をもって思考できるようになった（講座５・６） 

「ひろげる力」 

自らの考えを、プレゼンテーションソフトを用いて他者に伝えられるようになった（講座７）当初は導

入された各自一台端末の利用に戸惑いを覚えていた生徒もいたが、Office365 の共有機能を活

用して資料作成をできるまでに成長した（講座１・４）また探究の背景を意識しながら、自分の考え

をレポートにまとめて、人に伝えられる力を養うことができた（講座７） 

 

≪次年度に向けた課題≫ 

３時間で７つの講座を実施し、それに加えて探究の意義や研究倫理を学ぶ全体講座を考慮すると、

１単位で年間２４時間程度の授業時間確保が必要となる。次年度の１学年における理数探究基礎

の年間計画を考える際に、気象警報や不測の事態などで授業が中止となった場合の備えが必要

であると感じた。 

生徒は、７講座の中で担当者が想定していた以上に活発な議論を行い、自律的に活動に取り組む

ことができた。理数探究基礎の中で培われた力や態度を、２学年における「総合的な探究の時間」

の中で発揮できるよう、職員全体の協力のもとサポート体制を構築する必要があると思料する。 
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 あとがき 

この度、本校は奇しくも「戦後最大の教育改革」とも表現される学習指導要領改訂のタイミングに

あわせて、文部科学省からスーパーサイエンスハイスクールの指定を受けた。それにともなって、教

育課程も探究活動を中心にすえた、より挑戦的な方向に大きく舵を切ることとなった。「理数探究基

礎」と「公共」は、その中でも１学年の目玉となる科目である。今回変更された教育課程全体に対す

る、生徒の包括的な感触を調査したのが、以下の質問である。 

 

理数探究基礎以外も含めた、１学年であなたが経験した授業の全体像について教えてください。 

 

 

全般的に80％を超える生徒が、「VUCA時代＝先行きが不透明で予測困難な時代」を生きるため

に必要な力を「身につけられた」と答えている。とりわけ、課題発見力を表す「みつける力」は実に

86％の生徒が「身につけられた」と答えており、来年度から実施される「総合的な探究の時間」に

向けて、大きな手ごたえを感じている。 

私たち教職員としても、これまで「人文数理探究類型」で培ってきた方法論を盛り込みながらも、新

たな試みにもチャレンジし、それらを学校全体に「ひろげられる」よう努力を重ねたい。また今後の取

り組みのさらなるブラッシュアップに向けて、引き続き関係各位の温かいご支援を賜りたい。 

 

 

 

 

 

（編集） 
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